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学 者・ 工 学 者1で あ る． ア ル キ メ デ ス は， ニ ュ ー ト ン（1642－1727），ガウス（Johann Carl 






























































































1（an＋ 2 ）2 an
0 1.0 1.0
1 1.5 1.5
2 1.4166 66667 1.4166 66667
3 1.4142 15686 1.4142 15687
4 1.4142 13562 1.4142 13563


























































































　シャラフ・アル・ディン・アル・ツシ（Sharaf al-Din al-Tusi, 1135－1213）はイスラムの数学者・
天文学者である．アル・ツシはニュートン法を知っていた．




































　　① 　ヌネシュは1532年に『代数学』（Libro de Algebra）を書いた．1567年に『算術と幾何に

















　1464年に『プトレマイオスの天文学大全の抜粋』（Epytoma in almagesti Ptolemei）を著した．
この著作はコペルニクス（Nicolaus Copernicus, 1473－1543）の『天球の回転について』（De 
Revolutionibus Orbium Caelestium, 1543），ニュートン（Isaac Newton, 1643－1727）の『プリン





















　⑸ 　ギリシャ数学のニュートン法 → クレモナのジェラルド → パチョーリ → ヌネシュ → クラ
ヴィウス




















































































































































































































　ニュートン（Isaac Newton, 1642－1727, イギリス）はケンブリッジ大学で学び，1669年にそこの
ルーカス教授になった．ルーカス教授とは，ケンブリッジ大学の数学関連分野の教授職の一つであ
る．2008年現在のルーカス教授は，1980年に選任された理論物理学者のスティーヴン・ホーキング











＝1；24, 51, 10, 35, 25　　　　　
を計算している．また上垣［7, p. 29］は ⑷ を使い，60 進数で第 4 近似値まで計算して，





































































THE ROOTS OF AN ALGORITHM OF 
THE SQUARE ROOT IN WASAN
(JAPANESE OLD MATHEMATHICS IN EDO PERIOD) 
―FROM GREECE TO JAPAN―
Shunji HORIGUCHI
